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ふ
る
さ
と

創
生
事
業

m
p
 

定

告

市回第年

基

本

華民般

我

孫

生

時

線

蹄

地

相

周

言

酉

跡
地
利
思
計
額
の
施
設
内
惑

は
、
中
央
図
番
館
や
小
劇
場
、
戦
輪

場
な
ど
で
サ
が
、
総
本
計
画
、
基
本

設
計
の
殺
者
は
帰
山
下
和
五
議
線

研
究
所
に
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、

8
月
末
を
間
同
地
に
、
導
入

議
設
全
体
の
土
地
利
用
計
画
や
擁

設
の
舵
絞
計
図
な
ど
基
本
計
翻
鍛

{
地
位
掲
げ
具
体
的
作
業
に
入
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
後
記
、
依
岩
部
部
分
を
品
開

掴闘剛剛剛剛.政

(平成
市

計

画

露関

ま

い
た
第
1
期
工
事
分
め
基
本
設
計

を
一
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
誤
信
一
一
品
焼
却
ふ
れ

あ
い
艶
留
探
従
事
れ
る

市
の
ふ
る
さ
と
針
生
率
識
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
手
焚
沼
ふ
れ
あ
い

計
画
」
の
、
器
本
計
阻
饗
が
ま
と
ま

り
ま
し
た

0

・
内
容
は
、
基
本
構
認
は

お
け
る
シ
ン
ボ
ル
ゾ

i
ン
、
抑
制
水

間
凶
器
ゾ
ー
ン
、
野
鳥
儲
勝
ゾ

l
ン、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ

i
シ
ョ
ン

ゾ
j
ン
め
4
ゾ
ー
ン
の
盤
機
針
翻

宏
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

計
画
策
定
の
考
え
方
は
、
優
先

的
盤
備
が
嶋
一
ま
し
い
も
の
、
今
後

手賀沼ば可習2h可常事守内事

忍を也とめマみ3ウと“手賀
e沼"みれあV計酒を推進

と

ま

~ 

の
お
お
む
ね
5
年
期
に
事
業
裁
手

又
は
謬
純
化
め
検
討
が
開
始
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
現
職
、
米

耕
作
の
農
地
な
ど
そ
針
鶴
対
象
と

し
て
定
め
よ
蕊
し
た
。

現
況
の
燦
柏
崎
に
つ
い
て
は
、
「
路

地
俄
金
地
区
」
と
し
て
特
来
的
に

保
全
し
、
土
地
利
潟
の
後
廷
に
つ

い
て
は
ゾ

l
ン
の
性
格
に
整
合
す

る
形
守
、
土
地
利
用
を
誘
導
し
て

い
怒
ま
ず
お

な
お
、
計
一
脳
器
械
の
ほ
と
ん
ど

が
箆
地
の
た
め
、
地
権
者
の
現
解

と
協
力
会
得
て
、
皆
さ
ん
が
様
々

な
創
刊
識
を
得
ら
れ
る
よ
、
つ
な
事
業

麗
開
を
留
っ
て
い

建
物
設
置
者
が
行
っ
た
「
3
条

の
届
出
」
の
翻
獄
4
項
目
が
、
率
前

広
械
閥
鱗
協
で
結
審
し
ま
し
た
。

ー
点
闘
の
関
市
嶋
田
M

は
平
成
S
年

訪
問
刀

1
8
以
降
、

2
点

g
の
庖
舗

面
識
は
核
テ
ナ
ン
ト
の
エ
ス
パ
ー

万
3
2
2
0平
方
灯
、
個
都
テ
ナ

ン
ト
与
2
9
0平
方
れ
の
合
計
1

万
8
5
1
0平
方
幻
、

3
点
目
の

鹿
沼
持
制
は
午
後
7
持
初
分
で
相
仲

間
川
山
内
ロ
は
践
り
午
後
0
0

持、

4
点

闘
の
休
業
日
数
は
年
間
M
a
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
商
工
会
か
ら
通
産
後

へ
の
鴻
知
、
小
売
業
者
が
一
行
う
「
5

粂
の
患
出
」
や
平
成
5
年
初
月
1

日
以
降
の
問
洲
一
部
会
図
速
に
し
た
、

開
発
行
為
の
手
続
き
な
ど
が
特
わ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
商
業
職
斡
内
へ
の
公
共

施
設
導
入
に
つ
き
中
耕
し
て
は
、
日

立
精
機
械
と
究
渉
の
結
来
、
約
-

防践

業水

古
利
栂
沼
の
盟
測
に
位
置
す
る

我
揚
地
区
{
M
M
P
)

の
湛
水
妨
除
事

裁
は
、

4
月
日
日
付
け
で
勝
林
水

蔵
大
臣
か
ら
採
営
事
織
と
し
て
採

訳
そ
受
け
ま
し
た
。

総
事
業
資
は
約
口
器
2
0
0
0

万
円
で
、
現
殺
の
斡
湖
機
場
上
流

へ
の
新
機
場
磁
設
と
導
水
路
の
新

紋
改
修
会
行
、
っ
ち
的
で
す
。

期
間
は
、
今
年
波
か
ら
平
成
7

年
ま
で
の

5
か
年
で
、
本
年
度
は

既
域
の
議
施
設
計
を
行
い

V ヱスパ童数設予定地

葉導水事業

手

ふ
る
さ
E
W手
賀
沼
ιふ
れ
あ
い
計
画
一

平
成

3
年
鑑

2
問
問
識
会
定
期
金
ガ
、

6
隅
月
刊
行
由
か
ら
M
日
ま

で
の
刊
日
踏
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
糊
醐
醐
刷
、
大
井
一
信
長
ガ
「
税
誠
子

訳
縄
物
繊
跡
地
抑
制
局
」
な
ど
、

7
現
躍
の
市
政
一
般
報
能
強
び
巴
鵠

織
の
提
案
理
自
立
つ
い
て
説
明
夜
行
い
ま
し
だ
ぷ
世
間
は
、
北
干
葉

噂
水
事
提
(
別
掲
〉
を
除
い
恕
市
政
一
般
報
告
を
饗
約
し
て
紹
介
し

ま
す
。
上
一
揖
さ
れ
た

5
畿
擦
は
つ
い
て
誌
、
次
晋
で
部
知
ら

盤鱒繍筒繊麗

量留置盤IIIIIIII閣賀
ご'7:1
11コ

』

F

鍬
入
れ
な
行
う
利
接
出
向
下
流

工
事
事
務
所
長

A
機
場
の
イ
メ
i
M
V
也
管
一
新
し

た
完
成
予
娘
関

457校
h
w
w校

中
学
校
給
食
の
挺
施
に
あ
た
っ

て
は
、
生
徒
の
食
生
活
の
特
性
や

教
育
鱗
椴
へ
の
位
設
付
け
、
ラ
ン

チ
ル

i
ム
の
活
用
等
の
毅
踏
を
十

分
考
惑
し
て
、
関
係
機
関
に
お
い

て
協
践
を
箆
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ー
校
図
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は、

2
枚
目
以
蜂
に
つ
な
げ
る
デ

i
タ
が
得
ら
れ
る
学
校
規
様
で
あ

る
こ
と
や
ラ
ン
チ
ル
j
ム
が
確
保

で
怒
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
給
食
総
殺

の
緯
設
及
び
関
逮
施
般
の
移
設
や

建
設
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
白
山
中
学
校
に
決
定
し

手
賀
附
仰
の
水
質
改
善
に
つ
な
が

る
北
千
諜
第
二
機
場
の
脇
工
式

が、

6
月引山口
M

(

月
)
、
地
…
お
の
国
・

県
・
市
会
機
関
川
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
が
出
席
し
て
、
建
設
予
定
地

の
柏
市
声
援
地
先
で
行
わ
札
ま
し

た
北
ザ
ヤ
灘
機
水
事
識
は
、
-
一
一
J

焚
沼

の
木
紫
持
佑
や
都
市
用
水
め
供
給

機
即
時
な
ど
を
呂
的
に
、
務
手
以
来

口
年
が
経
過
し
、
こ
の
閥
、
布
佐
地

先
へ
の
第
一
機
構
緯
設
や
手
質
的

の
改
絡
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
撲
と
し
て

平
成
2
年
3
月
か
ら
行
わ
れ
た

古
利
根
招
の
・
共
符
分
割
調
停
は

9

認
を
滋
ね
ま
し
た
。

市
は
当
初
よ
り
会
密
保
存
と
い

う
立
場
か
ら
、
分
割
位
は
賂
じ
ら

れ
な
い
と
強
く
主
践
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
申
立
人
で
ゐ
る

総
協
和
総
会
開
発
研
究
所
は
、
開

発
を
計
画
し
て
あ
く
訟
で
も
分
割

を
主
設
し
続
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
双
方
の
主
張
に

は
大
き
な
簸
た
り
が
あ
る
と
の
判

断
か
ら
、
裁
判
笈
よ
り
不
調
を
市
中

し
議
怒
れ
蕊
し
た
。

法
た
、

5
月
U
B
に
は
絡
協
和

総
合
同
開
発
研
究
所
か
ら
総
研
轄

に
、
古
利
綴
沼
会
合
む
周
辺
土
地

の
所
有
機
会
移
転
し
た
い
同
日
の
盟

土
法
は
よ
る
市
中
出
繋
が
出
さ
札
る

と
い
う
、
新
た
な
動
品
ず
が
あ
り
ま

し
た
。こ

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
議

議
、
煤
と
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
市

は
会
密
保
存
の
立
場
そ
焚
く
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ム麗
工

お貝

献

は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
犠
設
や

手
焚
川
の
改
絡
は
加
え
、
第
二

機
構
め
檎
股
な
ど
が
約
冗
偲
円

の
務
提
資
で
行
わ
れ
ま
す
。

第
二
機
場
は
、
字
削
然
招
へ
毎

秒
日
立
一
方
幻
の
静
化
用
水
の
注

水
や
江
戸
川
川
へ
各
秒
mw
立
方
幻

の
導
水
能
力
が
可
能
で
あ
り
、

手
突
沼
の
水
質
静
化
に
つ
な
が

る
も
の
で
、
先
成
は
平
成
7
年

3
悶
バ
の
予
定
。

ま
た
、
機
場
は
濁
辺
環
叫
怖
と

め
調
和
に
配
慈
し
た
も
の
で
地

域
潟
設
裂
と
な
り
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

静の

会主之
、、被式ぷ 支ナ反対長邑用機使米宰まあ2ゑ の下



(2) 

ご注意を

1991. 7. 

署警

一一、=(C). 

(藤野口)

私
窓
お
潟
費
者
の
詑
潜
は
刷
出
利
む
な
る
一
方
、
消
費
容
と

業
者
障
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
レ
、
消
費
盤
活
棺
髄
件
較
も
増

加
。
内
容
は
穣
類
も
多
く
、
複
雑
に
な
る
ば
か
り
で
す
。
自
分

古
け
は
大
丈
夫
と
怒
っ
て
い
て
も
悪
質
な
難
者
は
巧
妙
な
手

口
で
消
費
者
を
湿
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活

相
設
へ
気
経
立
ご
栂
談
く
だ
さ
い
。
日
市
民
生
活
諜
お

駕
塁
dwお
義
務
発
湾
対
援
護
議
襲
王
将
議
議
路
孝
弘
知
n
仁
川
そ
気
持
包
論
議
係
長
街

務

砂国岡

向
日
ゆ
慢
崎
町

f

替
問
団
m肝

会
埼
玉
岡
ソ
巡
の
古
都
レ
ニ
ン

グ
ラ
!
ド
か
ら
、
少
年
少
女
合
唱

屈
が
初
来
日
。

8
月
刊
臼
(
土
)
、
市

民
会
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

す。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女
合

3
0
0
人
以
上
め
少
年

期
日
:
・
8
丹
印
昌
〈
土
)

場
所
・
-e
指
民
会
館

第808砦

信
市
民
の
代
壊
と
し

て
精
一
杯
歌
い
た
い

と
練
習
に
励
む
我
孫

子
中
学
校
合
唱
団

市
宮
来
白
ず
る
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女

合
喝
回
の
皆
A

ぜん

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
そ
の
う
ち
の

総
名
の
メ
ン
バ
ー
が
来
日
し
、
サ
…

界
殻
溜
と
呼
ぴ
戸
の
隅
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
披
露
し
ま
す
。

日
本
の
中
学
生
位
の
子
ど
も
達

が
、
透
き
通
っ
た
、
そ
れ
で
い
て
カ

強
い
歌
声
で
ポ
ピ
品
一
フ
!
な
?
ン

ア
民
謡
か
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
チ

ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
!
の
名
曲
、

サ

ル

チ

い

訟
に
関
す
る
相
麟
が
数
多
く
持
ち

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
と
て
も
楽
し
い
サ

i
ク
ル
が

あ
る
か
ら
一
度
行
っ
て
み
な
い
」

と
友
達
に
誘
わ
れ
、
持
密
か
行
く

う
ち
に
、
「
旅
行
や
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
む
捗
加
で
冬
、
し
か
も
舗
の
い

い
ア
ル
バ
イ
ト
も
あ
り
、
新
会
民

会
紹
介
し
て
く
れ
れ
ば
叩
|
ジ
ン

を
払
い
ま
す
。
関
収
入
が
得
ら
れ

ま
す
。
」
な
ど
と
入
会
を
ナ
す
め
ら

れ
、
会
員
に
な
る
と
多
抵
の
商
品

を
ま
と
め
て
買
わ
さ
れ
、
高
額
な

代
金
を
払
わ
さ
れ
ま
す
。

務
問
聞
は
自
動
車
用
品
、
洗
剤
、
宝

石
な
ど
さ
ま
管
法
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
密
接
で
は
物
全
宛
る
よ
り

と
に
な
り
、

た
分
も
取
り
廃
せ
ず
、
十
牝
庫
の
山

を
か
か
え
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

う
ま
い
も
う
け
話
な
ど
あ
り
ま

め
畏
絡
な
ど
を
歌
い
こ
な
し
ま

す
。
楽
器
演
奏
や
日
本
の
歌
を
折

り
混
ぜ
た
多
彩
な
舞
台
は
、
子
ど

も
還
に
と
っ
て
紫
晴
ら
し
い
想
い

出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
出
出
め
コ
ン
サ

i
ト
で
は
、
税

孫
子
中
学
校
合
崎
務
が
レ
ユ
ン
グ

ラ

i
ド
合
同
明
間
と
ジ
滋
イ
ン
ト

し
、
数
州
仰
を
一
緒
川
い
歌
い
ま
サ
。
我

孫
子
中
学
校
で
は
、

3
年
生
合
中

心
に
特
設
合
格
部
を
網
成
し
、
ソ

プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
な
ど
4
つ
に
分

か
れ
、
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す。
市
内
の
や
学
生
と
ソ
連
の
子
ど

も
逮
が
、
青
海
と
い
う
世
界
共
通

時
』
な
れ
れ
ば
と

被
饗
に
あ
わ
な
い
た
め
は

い
が
め
っ
て
も
「
興
味
あ
り

ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
断
る
の
が

家
麗
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
も

若
い
入
が
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

は
一
一
句
ふ
れ
あ
い
と
対
話
ガ

耳
築
く
明
る
い
社
会
も

も
し
添
わ
り
に
思

い
あ
た
る
よ
う
な
ケ

i
ス
が
あ
る

場
合
は
、
早
め
に
消
費
生
摺
相
餓

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
早

い
対
応
が
良
い
結
果
を
生
み
ま

す。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
誤
月
間

毎
年
7
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
諒
月
間
で
す
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

V
随
時

8
月
四
日

、
午
後

V
場
所

V
演
鵬
骨
盤
開
制
そ

i
ツ
ア
ル
ト

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
?
ン
ア
民
綿
「
カ

リ
ン
カ
い
ブ
ラ

i
ム
ス
「
子
守

歌
」
ほ
か

V
入
場
料

S
霜
2
0
0
0
円、

A
席

1
5
0
0丹、

B
席
1
0
0

0
円

(
S
-
A
窓
指
定
、

B
府
的
出
)

V
入
場
券
発
施
…
問
中
央
公
民
的
、

・
将
位
品
川
舶
、事

ブ

ッ

ク

ス

・

ミ

リ
オ
ン
灘
間
滞
我
孫
子
沼
、
荒
井
柵
樹

脂
、
若
昨
春
先
堂
、
レ
コ

i
ド
あ
つ

よ
る
、
海
北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

i
、
ポ
ピ

i
、
柏
そ

ご
う
、
結
寓
向
島
屋
、
取
手
と
う
き
ゅ

V う
問

1 ¥.、
工会
与わ
1 せ

社
会
教
背
親
世

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
閣
民

が
犯
罪
の
設
立
と
罪
を
泥
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

カ
を
ゐ
わ
せ
総
葬
や
非
行
の
な
い

明
る
い

こ
の
溜
践
例
制
聞
の

7
河
口
問
、
竹
山
間
以
め
一
例
段
、
市
保
鶴

一
一
町
会
と
来
葛
地
区
更
生
保
磁
嬬
人

会
の
皆
さ
ん
が
市
山
内
駅
訴
で
、
「
少

年
非
行
訪
止
と
更
生
の
援
劫
」
を

意
点
自
擦
に
広
報
活
動
を
展
罷
し

ま
す
。
市
畏
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

れ、か
わ
る
設
設
な
自
然
環
境
で
す
。

手賀沼に関する昔の

写真を探しています

水稲@陪
。7月5毘(金ト 7F.l20器{土〉韓議JII~.会い氷結

rg7完6昌(ことト 7F.l21誌(詩〉手翼活沿い水荷

午前ヰ持30分から 8碍30全壊まて'

{隅炎、強患の場合は)1医延)直言日

※
7
Rれ
日
:
・
滋
北
叡
・
帯
性
側
机

※

7
河
口

a
i栽
議
…
4
4
叡
'

市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る

盤
道
・
棟
一
路
震
な
ど
の
入
選
作
品

を
市
民
会
館
に
襲
来
し
ま
す
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。

V
期
間

7
月
2
8
(火
)
か
ら
ロ

日
(
金
)

V
問
い
合
わ
せ

市
民
の
惨
さ
ん
は
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
当
時
め
答
ら
し
ゃ

風
景
、
d

一T
賀
沼
℃
掠
い
だ
写
真

な
ど
手
賀
沼
に
関
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
写
真
で

も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

V
滞
絡
先

環
境
保
全
課

5
丹
に
植
え
ら
れ
た
縮
め
衡
そ
こ
で
、

は
、
気
混
の
上
昇
と
と
も
に
ぐ
ん
お
り
、
勝
伽

ぐ
ん
育
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
い
ま
す
。
次
の
点
に
十
分
説
愈

の
時
期
は
、
農
家
が
水
穏
の
害
虫
し
て
く
だ
さ
い
。

や
病
気
に
悩
ま
さ
れ
る
と
き
で
も
本
散
布
区
域
水
田
内
に
立
ち
入

あ
り
ま
す

O
Kむ
ら

な

い

で

く

だ

さ

い

口

4
食
む
*
散
布
区
域
隣
接
の
家
墨
は
数

一
一
¥
ド
市
り
わ
布
中
、
一
戸
を
締
め
て
く
だ
さ
い

γ肝

L
N也
、
一
期
比
*
態
織
物
な
ど
は
、
散
布
仙
寺
J

刀
民
正
~
3
1
4
l
M後
円
与
し
て
く
だ
さ
い

iz--事
♂

ん

λ

ヰ
散
歩
、
ジ
ョ
年
ン
グ
な
ど
は

F-h

ぷ
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

*
万
一
、
取
等
に
か
か
っ
た
ら

す
ぐ
に
洗
燃
し
て
く
だ
さ
い

V
問
い
合
わ
せ
例
州
政
鋭

水
稲
を
害
虫
や
病
気
か
ら

守
る
た
め
に

医
療
費
惹
適
知
し
ま
す

健
康
管
理
に
否
役
立
て
を

へ
却
万
円

雲
仙
被
災
地
へ
御
見
舞

'
:
掃
で
は
…

6
月
四
日
(
水
)
)
長
う
被
災
地
お
よ
び
関
係
自
治
体

γ崎
県

島

原

市

内

斡

他

・

替

繁

華

見

舞

金

加

万

問

そ

贈

¥
で
鵡
念
光
一
大
判
別
概
火
碍
械
に
伴

市
で
は
、
国
民
健
厳
探
検
制
度

の
健
全
な
部
営
を
図
る
た
め
、
菌

民
館
康
保
険
で
受
給
怒
れ
た
方

平
成
3
年
肢
の

内
容
で

7
月
上
旬
に
発
地
い
た
し

ま
す
の
で
、
現
知
を
受
け
取
ら
れ

た
方
は
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

※
老
人
保
険
法
の
接
当
者
を
徐
き

ま
す
。

臨
探
拠
地
知
は
受
診
抑

制
が
沼
的
で
は
あ
り
設
そ
ん
。

N
W

市
が
島
原
市 要

な
と
診
は
、

け
、
率
競
知
綴

げ
て
く
だ
さ
い
。

め
持
送
は
叩
月
上
匂
の
予

V
通
知
の
内
容
山
平
成
2
年
ロ

汚
か
ら
一
平
成
3
年
2
月
ま
で
の
斡

嬢
を
受
け
た
分
加
記
号
番
号

∞
受
診
者
名
山
間
治
療
臨
分
(
入

混
、
通
院
、
品
開
料
、
翻
剤
)
仰
部

療
授
総
額

※
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
間
保
年
金
綿
給
付
部
へ

し
ま
す
。



第808器

保

鍵

セ

ン
タ

i
r

湖
北
台

1
の
ロ
の
ほ
山

(
湖
北
訳
南
口
議
歩
2
分
)

位
(
幻
〉

1
1
3
1

一令器官~ 務

7月の日曜嶋田当番匪
(3) 1991. 7. 1 

砂診療時間 午前s待から午後5雲寺

惨持参するもの保険証

4
司
自
鶴
学
級
臼
謹

88-1311 

竹

84-7321 

85-0225 

各
一

i

v

一

快

開

山

お

M
H

βib-
!
;
 

麗
ぷ
品
開

-!?-
、
-

鋳
一

佐藤霞続

季ヰ

アピコ外科整形外科病院

院患

内科・小克科

内

和

関

[g~ほお~(，J)窓す扱
〈成人病・子宮ガん・馨しがん〉

12月までに権内委託医療機関で受診を

い

ま

す

。

ご

梧

談

を

。

v
a穂
7
R
2
日
か
ら
お
門
口
ま

で
の
毎
週
火
山
糊
日

V
器
材
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
9
持
必
分
(
該
均
一
一
光
〉
、
午
前
9

持
品
分
か
ら
山
時
却
分
(
そ
の
偽

報
鱗
の
あ
る
方
)

V
対
象
事
平
成
3
年
3
丹
生
ま

れ
(
通
知
が
い
き
ま
す
)
串
o
i
G

識
児
(
格
絞
め
あ
み
方
)

※
乳
児
鰭
斡
は
母
子
健
蔵
手
帳
の

録
料
部
{
3
i
6
か
月
間
畑
、
Q
M
j
u

か
月
用
)
を
料
開
m
し
、
臨
擦
機
関
で

受
け
診
し
よ
う
。

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
践
一

一
お
よ
び
判
定
8
C
G
一

V
対

象

生

徒
4
か
月
か
ら
4
歳

未
満
で
l
度
も
B
C
G
接
種
を
受

i 21B 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
成
人
掲
鐙
診
、
子
宮
が
ん
検
診

は
7
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
(
子
宮

が
ん
綾
訟
の
電
話
予
約
は
終
了
し

ま
し
た
)

今
年
に
な
っ
て
Z
震
も
受
診
祭

れ
て
い
な
い
方
は
、
立
問
刀
法
で
市

内
委
託
底
捺
機
関
で
英
雄
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
乳
が
ん
検
診
も
英
雄
し

て
い
ま
す
。

※
市
内
委
総
践
州
航
機
関
に
つ
い
て

は
「
保
協
セ
ン
タ
ー
の

ご
覧
く
だ
さ
い
。

け
て
い
な
い
乳
結
党

は
通
知
し
法
す
〉

V
民
間
慨
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

7
R
お
日
(
火
)
、
判
地
S
C
G
・--

7
月
詰
問
{
水
)

※
時
間
同
は
い
ず
れ
る
午
後
1
時
お

分
か
ら
2
持
部
分

V
縛
歩
母
子
鍵
康
子
綴

な
お
、
発
熱
等
心
配
な
持
は
主

治
障
に
相
蹴
後
お
い
で
く
だ
さ
い
@

画
中
団
骨
粗
金

工
蹴
半
め
壌
は
、
藤
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
内
ル
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
裁
で
す
α

健
全
に
育
て
て
い

く

た

め

に

も

う

一

父

毅

。
成
人
病
龍
齢

V
対
象

mw
級
以
上
の
方

V
賞
用
無
料

V
内
容
必
桂
樹
培
、
成
検
査
、

応
液
検
議

※
必
要
に
応
じ
て
心
穏
問
、
聞
紙

底
、
必
糠
検
設
も
築
砲
し
ま
す
。

。
子
宮
が
ん
検
臨
時

V
対
象
部
議
以
上
の
方

V
費

用

撫

料

。
乳
が
ん
検
診

V
対
象

mw
蹴
以
上
の
方

wv
策
用
視
診
、
舷
訟
は
無
料

V
問
い
合
わ
せ
川
開
館
セ
ン
タ

の
役
鍛
そ
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

V
日

程

ヰ

7
月
4
8
(木
)
・
:
平

成
元
年
四
月
1
日
i
日
門
出
生
法
れ

串
7
月
日
8
(本
)
・
:
平
成
法
学
臼

月
M
g
i
M品
局
窓
ま
れ

V
器
付
韓
関
午
前
9
時
日
分
か

ら
日
時
部
分

V
持
品
世
母
子
健
康
手
続
、
間
給

接
、
歯
ブ
ラ
シ
・
子
供
用
各

1
本
)

予
防
接

日
本
脳
炎
は

7
丹
末
で
柿
終
了
し
ま
す

で

次
の
予
附
削
機
酬
明
辻
法
器
機
関
で

焚
け
て
く
だ
さ
い
。
築
総
際
線
機

関
は
、
「
保
建
セ
ン
タ

i
の
ご
案

内
」
を
ご
蹴
く
だ
さ
い
。

な
れ
晶
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
惑

の
予
紡
接
穂
役
受
け
る
捺
、

M
M

n
k

〈
新
一
一
一
種
混
合
H
H
蘇
接
、
胤
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
そ
希
望
す
る

方
は
態
締
に
ご
詔
説
く
だ
さ
い
。

V
持
参
母
子
健
康
手
械
と
印
鑑

V
賞
用
就
学
前
ま
で
無
料

は
医

喜多
三種混合

同脳炎 ilffJj3ij綜

i義主傷風l

泌

叫

単

官

お

ぴ

接

種

-
品
捕
の
誕
生
日
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
〈
1
阪
援

額
三

な
お
、
ゑ
後
日
時
か
汚
か
ら
お
か
開
刀
法
で
に
緩
滋
す
る

こ
と
が
誠
一
一
ま
し
い
。

(
S
丹
念
除
く
年
間
)

-
歳
の
誕
生
白
か
ら
総
学
前
ま
で
の
幼
児
。

な
お
‘

1
綴
を
生
後
川
崎
か
月
ま
で
に
緩
秘
す
る
こ
と

が
澄
ま
し
い
。
ー
期
は
3
i
8
巡
の
間
続
で
3
密
機

獄、

2
嗣

却

は

1
側
部
終

γ
後
1
年
以
上
あ
げ
て
l
悶
接

種。

{
S
閏
月
を
除
く
年
間
同
)

機
(はしか}

1
1
9
1
;
;
i
e
l
i
e
-今

i
l
;
;
i
i
;
;
;
i
i
i
;
;
;
‘e
;
i
i
;‘

一

V
盤
状
乳
稔
兇
で
は
発
熱
、
咽

w
v
経
渦
数
週
間
以
内
の
短
期
間
惑
を
た
び
た
び
繰
り
巡
す
場
合
一

…

健

康

メ

モ

@

位

、

一

品

、

食

欲

不

振

、

離

色

が

わ

で

捨

る

も

の

と

、

反

襲

、

護

世

話

葬

祭

畿

で

す

。

…

る
い
等
で
、
消
佑
器
挟
成
法
た
は
で
数
か
月
、
ま
れ
に
は
年
余
に
わ

V
治
蝶
通
常
経
口
的
に
続
生
一

一
成
路
感
染
症
は
、
小
児
期
で
か
ぜ
の
棄
と
区
別
が
難
し
い
こ
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
壁
性
剤
を
平
首
関
投
与
し
こ

…

は

よ

く

み

ら

れ

る

娯

患

の

三

と

が

あ

り

ま

す

。

葉

寿

成

人

す

の

に

議

路

が

せ

ま

く

な

っ

す

。

議

終

了

後

主

義

主

…
で
ナ
。
蹴
路
と
い
う
の
は
文
字
と
異
な
っ
て
、
額
殿
、
排
議
指
な
た
り
〈
狭
判
明
て
ひ
ろ
が
り
過
管
た
を
繰
り
返
し
て
、
一
停
滞
、
一
件
燃
を
一

一

巡

り

腎

臓

で

生

成

さ

れ

た

議

が

予

訪

し

ま

す

。

ま

た

、

最

銘

の

狭

…

一
体
外
に
排
撤
さ
れ
る
ま
で
の
通

l

;

・

殺

や

尽

の

逆

流

の

あ

る

場

合

は

一

…

路

長

し

ま

す

。

つ

ま

り

腎

ト

a
D示

h
h
u

惑
染
症
乎
1
2
3あ

り
ま
…

…
灘
、
尿
管
、
謀
、
議
選
の
細
菌

P
H
J
G
f
E
1亡、

d
r

す
。
小
見
と
く
に
乳
幼
児
で
は
…

…

感

染

普

い

い

ま

す

。

瀧

状

が

た

だ

ち

に

探

絡

め

感

染

一

…
V
好
脱
出
年
齢
乳
児
期
お
よ
び
ど
、
た
だ
ち
に
尿
路
感
染
を
思
わ
り
(
拡
強
)
と
い
う
形
の
泉
徴
が
あ
を
思
わ
せ
な
い
た
め
き
禁
必
…

一

4
i
e
続
に
ピ
i
ク
が
あ
り
、
せ
る
症
状
に
乏
し
い
の
で
早
め
に
り
、
こ
の
た
め
裁
が
停
滞
し
た
り
、
課
で
す
。
ま
た
、
局
部
の
機
嫌
つ
…

…
叩
%
は
6
歳
未
満
で
す
。
受
診
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
一
演
は
霊
山
の
中
ま
で
お
り
た
成
ま
り
入
浴
時
は
は
よ
く
洗
う
こ
一

一
V
性
別
新
生
児
と
乳
児
期
で

V
服
閣
総
菌
感
染
で
、
そ
の
や
が
逆
流
し
て
震
か
ら
さ
ら
に
腎
と
が
綿
懇
話
に
大
切
で
し
ょ
え
一

一
は
奥
子
が
多
く
、
以
後
会
年
齢
で
も
大
腸
穣
が
半
数
以
上
を
し
め
一
等
法
令
鈍
っ
た
り
す
る
こ
や
が
し

V
問
い
合
わ
せ
裁
判
郁
子
市
直
一

…
皇
し
女
子
が
多
く
な
り
手
。
て
い
ま
す
。
ば
で
し
ば
芝
み
ら
立
れ
ま
手
す
て
a

探
露
路
感
染
締
吏
ム
会
出
丞
安
位
竺
{
鵠
怒
)
5
6
:
2
5

…

r
i
;
;
;
;
;
;‘
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栄
護
士
に
よ
る
食
勝
記
録
の
カ
一
人
で
鴻
ま
な
い
で
お
試
聴
に

ロ
リ
1
4
J
L

ツ
ク
や
献
立
ア
ド
パ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
域
懇
?

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

精

V
時

間

午

後
1
時
お
分
か
ら
3

持
(
受
付
・

1
時
か
ら
工
時
加
分
)

V
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

設
踏
ま
た
は
寵
接
お
い
い
。

』
『
腐
こ
り
・
醗
膿
教
輩
日
程

英語 民 主な内容

7J司 28 身近な告書淡記長(話)
(火) 手主主義{深呼吸、体を動かすま毒ヱド)

Hl9El 食司王診断
(火) 栄獲のバランスをとるために

7月16El 乏しい古誌のみがき1iと泌そうのうろうの予妨
(火} mこり隊総予坊の手主主義

I 7初 日lU加問捻
(火) I (体(7)~文章きを凡ながら体主義を行いまず)

よ

期

罪事

3
歳
め
臨
時
生
白
か
ら
お
学
締
法
で
の
幼
児
e

-
期
は
l
i
2
源
開
の
総
隔
で
2
題
接
様
、

2
綴
は

受
年
1
間
援
斜
線
。

(
4
月
1
7
R
)

日
時

あ

な

た

が

、

(

家

族

、

職
場
、
知
人
〉
な
ど
か
ら
「
揺
さ
え

庁
P
'
3
柏
市
総

2
5
5

百
円
4
s
h
c
w醐
岱
(
訂

)
i
2
5
5

N

J

J

嬬

児

緯

線

診

選

苧

議

、

護

婦

に

よ

る

格

統

れ
作
七
十

k
f
f十
ト
い

Y

V
持
参
母
子
鑓
諜
手
帳

V
対

象

昭

和

2
4
2晃
一

政

鴎

擦

誇

相

談

一

一

(
通
知
が
い

5
芝

「

川

崎

川

河

川

1
1
1
1
1

V
日
時

7
月
9
日
(
火
)
受
付
午

V
対
象
心
誠
病
そ
心
総
さ
れ
る

後
工
時
日
分
か
ら
2
時

日

分

認

議

糸

満

の

方

V
場
所

4

市
川
開
鎧
セ
ン
タ
ー

v
m糖
7
月
m
u
a
{水〉、

M
U
月

V
持
参
母
子
健
康
子
職
、
機
ブ
糾
包
(
火
)
受
付
‘
午
後
1
時
お
分

一

フ

シ

、

尽

か

ら

2
時
{
柏
保
舘
一
般
)

一
穂
一
心
湾

U相
川
誠
一
一

v内
容
室
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

同
当
い
凶
ぽ
阿
川
市
開
1
1
…
ン
、
血
肱
拠
出
品
、
心
電
菌
、
診
一
離
れ
拘

V
対
象
糠
熔
外
科
的
な
心
配
の
よ
び
指
導

あ
る
認
識
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

V
申
し
込
み

7
月
分
は

7
同月初

V
日
時

7
湾
問
問
{
氷
)
午
後
1

臼
(
金
)
ま
で
に
、
ロ
月
分
は
口
同
九

時
か
ら
2
持
(
柏
保
健
所
)
回
目
(
木
)
ま
で
に
柏
様
鰭
所
保
鑓

V
内
容
整
形
外
科
臨
は
よ
る
訟
指
導
課
へ
箆
諮
予
約

V
申
し
込
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
措
当
神
経
内
科
磁

横
山
達

や
め
て
く
れ
れ
ば
」
と
思
わ
れ
て

い
た
り
、
ま
た
自
分
で
「
潜
を
や
め

よ
う
と
患
っ
て
も
や
め
ら
れ
な

い
い
と
し
た
ら
:
。

揺
を
飲
む
人
の
な
か
に
、
肝
織

の
語
い
人
が
多
い
の
は
ご
存
い
い
の

こ
と
と
患
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

に
も
湾
、
ず
い
線
、
心
臓
な
ど
を
播

く
し
た
り
、
神
経
痛
を
お
こ
し
た

り
す
る
こ
と
あ
多
い
も
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
お
揺
が
や
め
ら
れ

る
か
。
お
潜
を
や
め
て
立
ち
直
っ

た
方
が
餓
料
で
相
践
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ん
時
月
第
工
・

3
土
峨
mM
午
前

9
時
小
山
分
か
ら
日
時
小
川
分
(
広
報

「
市
民
カ
レ
ン
ダ

i
」
参
照
)
玄

で
、
寿
市
畏
セ
ン
タ

i
で
狩
っ
て

い
ま
す
の
で
、
夜
強
会
場
へ
お
い

マ
く
だ
荷
ぜ
い
。

な
お
保
飽
セ
ン
タ
ー
で
は
保
鑓

締
が
日
臨
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
e

v連
絡
先
保
健
セ
ン
タ
ー

(
日
時



(4) 7鯵1991. 一一、=
⑮
溺
花
台
分
間
関

愈
古
川
俊
分
鑓
怨

(
m
w
)
4
1
3
1
1

骨
移
動
翻
怒
館
公
(
叡
〉

0
9
0
9

E
市

i
露骨一一一

権
一
部
が
終
わ
れ
ば
い
よ
い
よ
瓦

ま
っ
擁
り
。
問
地
Mm
で
の
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
十
α

V
寄
名
〈
饗
者
〉
*
ブ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
め
織
し
み
(
官
邸
準
)
、

本
E
N
J
O
Y
ォ
!
ト
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
、
牢
女
の
山
出
血
少
き
山
登
り
(
小

倉
査
子
)
、
申
協
然
の
・
中
で
生
き
残

る
た
め
の
サ
パ
イ
パ
ル
読
本
、
申

中
自

。-d路第808号

ぶ
た
め
め

本
中
高
匁
の
山
笠
り
学

担
、
*
あ
や
し
い
探
検
隊
不
思

議
島
へ
行
く
(
椎
名
誠
)
、
本
腎
患

を
山
に
開
始
げ
て
(
植
村
直
己
)
、
本

フ
方
レ
ス
ト
〈

C
.
w・
ニ
コ
ル
)

こ
の
ほ
か
は
も
ア
ウ
ト
ド
ア
隣

即
時
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

崩
く
だ
さ
い
。

幅
拡
品
川
到
〕

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
絵
本
と

の
出
会
い
を
・
:
、
姪
や
か
な
成
長

会

i
と
い
う
患
い
を
こ
め
て
楽
し

い
お
は
な
し
ゃ
絵
本
の
続
み
聞
か

4
裁
か
ら
9
裁
く
ら
い
の
チ
ピ

ツ
コ
集
ま
れ
/

V
日
韓

*
7同
月

4
5
(木
)
、
九
四

市
民
会
銀
銭
4
A一
問
機
塗
、

ラr".. 11 @ i二二 v
ン作愚湖!至ミ|時

志子~北三三間ム(ー・;田ー-I ヘ
ロ立色分""竺j午や

品?紙露パζ 後
h 〆 I"p I 4 

11 う(ま
tゴゑ
|リ

く
A
A・M

・

一勢

-w

カ
ト

レ
ア
・
務
地
抑
制
?
?
(
天
王
ム
丘
、
風

景
・
斎
木
浩
子
(
我
都
子
)

; 翼援a
毘 ステ剛閉開閉閉胴閑 玄五一高…円高コ:1τ
3 l中 鈴;中毒争ftl. m 

氷 . 3初 i乙 伽と 華野 本 1号 王手 sii 2:20-2:50 
17 

新木聖子 あらき聖子ストアミ良 3:10-4:∞ 
4 

天王台J!t フミ3:台東児tfi:公日間 1:30-2:00 

* 
天支台関 浅野谷 3 号公開 2:10-2:50 

18 
背山台 柴 崎 台 4 号公約 3:10-4:00 

会
5 久寺寄託 久寺君主あけぼの公綴 2:00-2:45 

19 つくし妻子 葬E苦言、ショッどングセンタ…後 3:00-4:00 

耳言 主主 喜怒 寺守 王手 ま窓 2:00-2:30 
君主 ・

殺を主主予絡会 お後 F軽 近 隣 セ ン タ … 3:00-4:00 24 

11 
岳 J..u ニニ浮き意書主役宅入 IJ 1:40-2お

* 
. 立E 氷 丸谷吉宗呉主主添え島 2:30-3・00
25 

4Zコ，、 際 ぷEl !ll 池 尻 ノふ丸J、 B罰 3・20-4・∞
会

12 中良 F治 機 p 近隣センタ 2:∞-2泊|

26 つ〈 し聖子 3絞殺、ショッピングセンター後

/荒うぞ1
\~やJl:.)鰭号5よま襲撃轡(弘慈雲)

』で麗

。
布
佐
八
万
館

一HUHU
打
水
彩
鶴
日

wv
作
品
野
め
花
だ
ち
、

w'
仲
者

ム
口
)

置
農
一
市
期
間
同

7
同
月

2
B
j
初
日
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夏休み読書教室

市
民
図
番
館
で
辻
、
小
・
・
中
学
生

を
対
象
に
し
た
夏
休
み
競
欝
教
震

を
開
備
し
ま
す
。

テ
!
?
は
、
手
掛
料
招
の
水
の
汚

れ
と
生
物
。
挙
資
諮
め
水
が
汚
れ

た
た
め
に
、
潤
沼
の
齢
織
物
に
ど

ん
な
変
化
が
お
こ
っ
た
の
か
。

沼
周
辺
の
動
趨
物
の
観
察
を
と

お
し
て
、
手
賀
沼
と
私
た
ち
の
生

活
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す

g

従
熱

連予

あび之品るなと金

動綱箇

V
自
時

7
月
羽
白
(
火
)
午
前

9

時
加
分
か
ら
正
午
(
参
加
無
料
)

V
場
所
市
民
会
館
第
4
会
議
室

に
集
合
の
う
え
、

V
講
師

高
柳
高
校
教
諭
)

V
対
象
小
・
中
学
生

V
定
員
部
名
(
先
藩
績
)

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
電

縮
ま
た
は
ハ
グ
キ
立
住
所
、
氏
名
、

(
欄
府
立
沼
南

し、館
岱
(
山
山

)
1
1
1
0
へ

藤畠の議錯S曾
診白書券 7J388(震}午前g

雲寺30分から午後3雲寺30分{正

午から午後1霊祭まで休懇)

砂場所保健センター

炉問い合わせ厚生課

ん
の

3
人
が
や
心
と
な
り
、
小
学

校
工
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で

お
人
の
子
ど
も
連
が
お
曜
子
の
練

習
に
殿
社
。

わ
れ
る
。
時
間
に
な
る
ど
子
ど
も

濯
が
三
三
五
五
集
ま
り
、
小
熊
さ

ん
の
横
詰
に
合
わ
せ
て
お
献
予
の

練
習
が
始
ま
る
。

「
練
留
は
、
そ
ん
な
に
さ
つ
く
な

い
け
ど
、
リ
ズ
ム
会
党
え
る
の
が

で
も
、
八
城
機
の
お
掛
り

で、は
最
高
の
粧
品
分
』
と
中
学
1
年
の

海
藤
巧
君
と
務
釘
義
方
君
。
う
ま

く
で
き
た
時
に
は
、
飛
び
上
が
っ

て
喜
ぶ
子
も
い
て
、
練
習
は
に
ぎ

や
か
だ
。

同
年
前
。
大
杉
娯

を
視
活
さ
せ
よ
う
と
有
志
が
集
ま

っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
の
後
、
子

ど
も
遼
か
ら
、
お
離
予
を
や
り
た

い
と
投
げ
か
け
が
あ
り
、

7
年
前

7
4
6
1〉

間
胤
そ
よ
と
mw
の
抑
制
怠
や
タ
簿
署

谷
わ
た
る
潟
庄
織
や
ホ
ト
ト
ギ
ス

気
だ
る
さ
に
自
鏡
ふ
き
切
り
半
夏
生

知
初
々
し
棒
若
葉
に
風
燕
り

郊
の
ゆ
す
っ
き
り
玄
て
る
花
滋
瀦

あ
じ
判
ぜ
い
の
椴
き
紫
に
躍
す
こ
し

つ
つ
花
映
急
ぬ

務

部

は

る

海
老
原
子
代
?
?

松

浦

忠

彦

援
谷
千
鶴
子

問
問
野
焚
和
子

山

崎

総

鶴

田

源

治

諮
問
八
寸
子

鐸

田

ま

さ

山

口

魁

弁
…
戸
端
の
流
れ
そ
ル
ル
め
し
竹
洛
繋

戦
友
め
悲
い
て
早
訪
問
故
久
光
る

山
石
か
げ
に
泡
を
ふ
さ
あ
ぐ
小
慨
掛
か
な

梅
雨
の
臼
の
勢
一
思
惑
躍
は
伺
祈
る
大
樹
め
…
F
U御
手

合

せ

り

大

杉

栄

一

伎
を
り
門
泣
く
ま
で
殺
に
そ
め
し
麦
秋
め
景
一
掛
お
は

な

つ

か

し

問

隠

清

一

い
づ
く
心
か
怖
く
小
繰
鶏
の
戸
絞
め
り
税
金
ひ
し
げ

る

斡

光

の

な

か

染

谷

新

…

古
墳
群
を
め
ぐ
れ
る
風
の
吹
怒
巡
し
あ
ゃ
な
す
維
の

木

立

さ

わ

だ

つ

来

禅

林

千

禅

恕

ふ
み
づ
き
に
い
よ
よ
旅
立
つ
留
学
の
地
を
い
ま
い
ち

ど

地

聞

に

で

地

り

ぬ

権

藤

尾

見
上
ぐ
れ
ば
カ
ル
ミ
ア
め
花
咲
き
盛
る
小
雨
の
し
づ

く

っ

た

は

る

枚

に

公

子

孝

嗣

吟
臼
よ
り
雌
花
の
大
き
く
ふ
く
ら
み
ぬ
南
瓜
の
交
配

朝

々

楽

し

新

城

学

女

遊
詩
し
夫
を
思
ひ
て
い
行
く
パ
ス
め
怒
隅
に
放
水
の

葉

末

さ

ゆ

ら

ぐ

篤

場

千

鶴

子

火
紳
流
に
巻
き
こ
ま
れ
し
ブ
リ
!
カ
メ
ラ
マ
ン
の
時

分

に

小

出

礼

子

め
か
火
持
流
あ
っ堀

佐

-J ...... 

艇を"

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー

ナ
i
掲
載
は
、
市
民
生
活
課
消
費

電
器
で
受
け
付
け
て

V

コ
i
ナ
i
抑
制
勝
ょ
の
地
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
復
気
製

品
、
出
回
転
率
な
ど
の
日
用
雑
貨
等

の
樹
久
溜
焚
財
寸
す
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
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J
R
天
主
ム
口
訳
南
口
か
ら
歩
い

て
約
日
分
間
体
ど
の
我
慈
子
中
学
校

の
北
側
仰
心
部
し
て
小
器
開
内
会
が

あ
る
。
(
右
翻
参
熊
)

昭
和
部
何
十
一
換
に
入
騒
が
開
始
さ

れ
た
住
宅
地
で
、
そ
の
後
間
も
な

く
町
内
会
が
発
足
。
そ
の
頃
、
野
内

会
周
辺
に
は
持
も
な
く
、
我
誠
子

中
学
校
〈
昭
和
山
学
8
月
創
設
〉
が

あ
っ
た
だ
け
だ
と
い
う
。
今
で
は

家
も
挫
ち
並
び
、
中
学
校
の
校
舎

ち
鐙
て
替
え
ら
れ
、

7
月
に
詰
新

し
い
体
育
館
が
完
成
。

2
年
後
に

は
、
町
内
心
み
る
小
器
市
営
生
喝

の
緯
て
品
皆
、
ぇ
工
事
が
終
了
す
る
。

役
員
は
、
昭
和
ぬ
年
か
ら
1
年

~. 続

あ

び
帽、
t叫

6
月
2
門
限
(
門
口
)
小
限
の
陥
る
な

か
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
屈
の
小
学

4
年
生
以
上
約

l
o
o
o人
が
、

手
筑
間
的
公
閣
と
そ
の
周
辺
明
、
ク
リ

i
ン

作

戦

を

行

い

子

品

川

間
ぺ
喜
子
中
学
校
の
北

rに
広
f
る

舗
自
治
会
。
演
奏
会
な
ど
で
会
員
同

闘
士
以
交
潟
町
引
斜
?
ム
ト

交
替
の
輪
番
制
で
、

数
は
位
世
帯
〈
5
斑)。

昭
和
問
年
度
に
続
き

4
Rか
ら

2
鶴
自
の
会
淡
を
務
め
る
早
乙
女

の
会
民

お

れ

こ
一
じ
抗
日

γ

た
ち
辻
、
ば
一
一

i

に品川
J

的
対
話
沿
い
の
道
路
わ
糸
町

や
公
闘
に
落
ち
て
い
る
ど
ン

や
伝
な
ど
を
1
待
問
あ
ま
り

件
、
拾
い
集
め
ま
し
た
(
墜
奥
)
。

こ
の
ク
リ

i
ン
作
戦
は
、

貯
を
き
れ
い
に
す
る
棋
と
ゴ

ミ
会
捨
て
た
人
た
ち
に
砕
し

で
も
反
省
し
て
欲
し
い
と
の

額
い
を
込
め
て
、
市
ス
ポ
!

ツ
少
年
聞
が
は
じ
め
て
行
っ

た
も
の
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

の
鐙
は
全
部
で
7
6
0
同

そ

の
う
ち
ど
ン
や
能
2
9
0
同

可
燃
物
4
4
0
旬
、
そ
の
他
が

加
同
で
、
白
一
紘
一
胤
や
誕
の
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
も
あ
り
中
耕
し
た
。

(5) 1991. 7. 

少ス宮川
記ポ手

品よ警
が盆
ク世
リ T

L ; 
作等
戦:主

議
王
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
町
内
会
総
立
当
初
は
、
間
世
代

の
方
た
ち
の
集
ま
り
て
子
供
た

ち
も
多
く
行
事
は
議
ん
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
子
供
会
を
中
心

場
我
孫
子
中
の
屋
よ
か
ら

見
た
町
内
会
事
会
長
宅
で

行
わ
れ
た
演
饗
会

に
、
額
千
狩
り
な
ど
の
遠
足
令
し

た
り
、
町
内
の
公
踏
む
や
ぐ
ら
を

組
ん
明
、
盆
踊
り
大
会
を
し
て
交
流

を
深
め
て
い
た
と
箆
い
て
い
ま
す
。

町
内
の
椛
扮
も
瀧
摺
的
に
み
ん
な

で
一
絡
む
し
て
い
た
ん
マ
す
よ
。

A
F
r

は
、
子
供
た
ち
も
少
な
く
参

加
す
る
人
も
減
っ
た
の
で
、
こ
れ

と
い
っ
た
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

叩
)
れ
か
ら
市
営
住
宅
が
先
成
す
る

ど
絡
会
所
も
で
き
る
そ
う
で
す

し
、
会
長
も
増
え
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
趣
味
を
い
か
し
て
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
繍
奏
会
な
ど
で
楽
し
み

な
が
ら
会
民
間
士
の
交
流
会
し
て

い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
J

V
会

長

準

高

野

山

5
3
1
の
お

5
月
刊
日
日
に
関
関
式
仔
わ
れ
る

鳥
め
州
博
物
館
に
隣
接
し
た
ヂ

資
泊
べ
り
は
、
間
附
子
柳
川
沼
親
水

広
場
が
完
成
。

6
月刊
u
a
(
水〉、

聞
、
同
時
、
近
隣
市
釘
め
腿
採
者
約

⑧
問
問
濁
後
最
初
の
悶
M

曜
に
じ
ゃ
ぷ
じ
ゃ
ぷ
池

選
ぶ
子
供
議
議
図
式
で
の
一
ア
i
プ
カ
ッ
ト

び

2
2
0
人
が
出
霜
し
、
躍
翻
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
沼
田
知
事
が
「

ω年
代

の
手
災
沼
心
底
そ
う
と
い
う
こ
と

一
め
?
?
と
ふ
3

'

b

F

4

洪

水

、

ひ

で

り

な

ど

村

人

ア

も

タ

姿

勢

ん

講

義

に

な

る

こ

と

が

地

方

文

化

喜

一

…

骨

4

a

T点
場
指
仰
を
植
し
底
か
ら
つ
き
く
ず
し
て
い
の
毘
雰
械
工
一
九
七
六
刊
)
の
な
て
、
地
方
を
開
発
し
て
い
く
う
一

，
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
村
人
を
か
の
「
郷
土
の
地
平
か
ら
」
で
は
、
え
の
要
素
で
あ
る
。
:
い
と
説
い
一

一

毎

年

一

徳

一

例

と

な

っ

て

い

る

市

い

ま

す

。

と

り

ま

冬

、

ま

た

、

そ

う

し

た

恐

「

最

近

滋

ら

れ

て

く

る

地

方

史

問

て

い

ま

す

。

一

一
史
錦
誠
会
も
訪
問
自
を
辺
、
ザ
ヘ
「
村
に
践
訓
ず
れ
た
古
大
都
を
求
ろ
し
い
雲
い
紙
、
え
は
子
か
ら
誌
へ
体
の
雑
誌
論
文
の
鰻
者
は
♂
豆
一
伊
林
氏
は
か
ー
っ
て
「
朝
日
ジ
ャ
…

…
七
月
七
日
官
)
午
後
一
時
半
か
め
て
、
警
半
年
も

g選
ご
し
と
信
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

:
:
J

と
ゐ
る
方
が
多
い
の
に
気
づ
く
。
ー
ナ
ル
」
{
一
九
八

O
年
十
一
月
一

…
ら
、
市
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
で
き
た
。
こ
の
古
い
文
野
町
ど
お
菜
訟
を
通
じ
、
学
問
か
ら
で
こ
れ
は
好
ま
し
い
現
象
で
あ
る
。
十
四
日
早
7
)

の
や
で
「
我
孫
子
…

一
す
。
読
は
、
立
教
大
学
名
殺
の
村
に
で
も
必
ず
す
残
さ
れ
て
な
く
、
高
か
ら
人
生
の
知
雪
(
装
地
方
史
研
究
は
町
ぐ
る
市
史
研
究
器
タ
を
紹
介
し
、
…

一
教
授
で
麗
史
家
の
林
聖
雲
氏
い
る
こ
と
の
…
つ
に
飢
絡
が
あ
多
く
知
っ
た
民
め
生
長
々
を
学
び
み
、
村
ぐ
る
み
の
民
殺
の
郷
土
窓
「
・
:
在
地
の
市
民
に
よ
っ
て
作
…

一
で
、
テ
!
?
は
「
地
域
に
き
づ

J

e

'

V

6

7

ち

ご

e

4

9

9

v

'

ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
台
市
一

一

く

霊

像

い

で

す

。

ギ

J
い
ん
段
、
子
王
山
ぺ
三
一
川
町
γ

一Tj長
引
q
E
b
主

6

芯
弓
託
ね

N
i
I

れ

唱

川

民

の

2回李寝憲淵椋ゆを多タさ一テ之アζ?支エこ
…
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辻品段パは衿三け什竺い乙
一

…
喜
の
て
「
近
護
世
芸
古
受
文
毒
醤
護
解
続
禁
平
げ
ぺ

J主¥JJffrfJ一
萄
詰
辺
答3μ:h:JJ

何

J北い以九一
γ仁
川
山
ウ
J

…

Jri--引
一

m
m〉号、
Jmm
むし民
fufh〓
J
一
二
一
一
汁
い
¥
J一
一
三
重
な
体
験
は
地
方
史
連
…

?
?
、
二
、
句
会
て

;
1
y・
V
7
n
ハベむ句、‘千い

4タ
AV4D4
む

Z
4
A
f
J
N
J
Y

吋

Y

N

h

へへん

e4
ケ
ハ
日
ぺ
ら

~T7

一

山

内

」

は

多

く

の

人

間

以

官

、

研

究

;

ー

;

く

J
f
f
J
9
9
4
4
2
F
:
2
j
i
i
!
?

、

;

動

の

悲

会

財

撲

と

し

て

う

け

一

一
者
以
手
引
設
と
し
て
珍
獲
さ
る
。
説
経
は
隠
殺
は
と
っ
て
は
苑
と
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
て
、
「
民
職
、
避
史
意
綾
の
な
か
か
ら
地
下
ウ
が
れ
る
で
あ
ろ
う
J
と
評
儲
…

…
れ
、
市
禁
制
さ
ん
震
で
も
B
常
を
意
味
し
た
の
践
的
倒
的
な
社
会
℃
衆
」
を
諮
る
た
め
む
は
、
民
衆
か
水
を
く
み
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
さ
れ
牢
耕
し
た
。
一

一
一
波
附
加
し
て
い
ま
す
。
は
、
飢
越
に
な
れ
ば
、
物
価
上
端
件
、
ら
離
れ
て
高
い
所
か
ら
見
る
の
で
切
で
あ
ろ
う
。
号
つ
す
る
こ
と
に
地
域
住
民
に
よ
る
経
史
づ
く
…

一

昨

今

2
喜

ブ

l
ム
の
中
会
恐
れ
て
持
や
議
へ
の
誌
な
く
、
住
民
の
暮
ら
し
の
中
に
ひ
よ
っ
て
霊
が
町
で
搾
ら
お
り
を
卒
く
か
ら
提
唱
し
、
禁
…

一
て
我
孫
子
市
の
古
文
性
解
読
め
移
出
を
琵
し
と
め
た
の
で
、
救
そ
む
歴
史
的
関
心
を
す
く
い
あ
で
伊
ら
れ
、
郷
土
の
人
が
と
の
血
予
の
市
史
づ
く
り
は
関
心
を
努
…

…
誹
感
も
人
材
引
が
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
る
手
だ
て
は
乏
し
く
、
多
く
げ
、
住
民
の
手
に
な
っ
て
、
あ
る
の
な
か
は
倍
、
え
ら
れ
て
い
く
の
?
せ
る
林
氏
の
麟
削
減
は
警
官
ご
た
…

…
林
氏
は
一
枚
の
古
文
容
に
磯
さ
の
民
衆
辻
飢
、
え
の
や
で
死
ん
で
い
い
は
市
民
の
拠
開
作
撲
に
よ
っ
て
あ
る
。
謹
史
合
密
く
人
は
特
殊
な
え
の
あ
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
一

…
れ
る
藤
史
の
蕊
谷
会
す
で
に
訪
っ
た
。
ぞ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
盤
史
安
静
く
べ
き
と
主
張
し
て
い
技
術
者
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
う
。
一

一

年

前

に

、

次

の

よ

う

に

一

凝

っ

て

地

す

べ

り

、

堤

防

の

破

壊

に

よ

る

設

す

。

ぃ

。

(

中

略

〉

践

で

も

帯

け

る

よ

う

(

市

史

織

さ

ん

塗

)

一

r
;
i
i
;
;
;
i
;
;
;
l
;
;
i
;
;
;
;
;
;‘
 

び

あ

之
ヘ
あ
γ
れ
剛、
色目6

れ

県
手
賀
沼
親
水
広
場
が
オ
ー
プ
ン

で
雄
投
し
た
も
の
工
人
で

も
多
く
の
ガ
に
米
場
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
ゐ
い
さ
つ
。
こ
の

ほ
か
、
関
盟
組
念
に
小
・
中
学
生

か
ら
都
銀
し
た
「
手
焚
沼
の
将

来
像
に
開
削
す
る
絵
画
燦
い
で
の

議
秀
者
日
以
名
へ
の
畿
絡

も
特
わ
れ
ま
し
た
。

広
場
は
、
県
民
の
臼

の
6
月
日
自
に
か
プ

ン
。
こ
の
日
は
み
め
や
め

ま
つ
り
開
催
期
間
中
と

も
震
な
っ
て
、
多
く
の

家
焼
巡
れ
が
広
場
を
見

学

。

の

g
紹
に
は
、

ヘ
ル
パ

i
率
に
粂
っ
て
在

喝
描
祉
サ
ー
ビ
ス
に
向
う

ヘ
ル
パ

l
違

独
続
老
人
や
高
齢
者
世
帯
山
、

障
害
者
世
殺
の
在
宅
福
祉
サ

i

ピ
ス
念
行
う
ヘ
ル
パ

i
の
口
ぬ
と

し
て
、
口
会
の
軽
自
動
識
が
市

に
統
備
さ
れ
・
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
堀
越
社
サ

ー
ビ
ス
念
光
突
さ
せ
る
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ま
た
、
ヘ
ル
パ

l
活
動
が

機
敏
は
行
え
る
よ
う
に
と

慰
問
測
さ
れ
た
も
の
。

ヘ
ル
パ
ー
も
「
緊
急
の

待
で
も
本
が
あ
る
と
、
す

ぐ
に
対
搭
で
き
蕊
す
」

今
後
は
、
こ
の
機
動
力
を
生

か
し
た
、
よ
り
…
溜
の
在
宅
格

社
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
間
指
し

て
い
券
ま
す
。

よ
じ
ゃ
よ
地
で
慨
は
な

っ
て
遊
ぶ
子
供
た
ち
も

、
‘U

V
 

へんパ
l
一
車
竹
台
を
記
備

官
一
認
の
機
動
力
が
ア
ッ
プ

鋼、，
u 

援
尚
昆
運
転
手
お
名
を
表
彰

第

2
自
タ
ク
シ
i
親
切
運
動
を
実
施

平
成
2
年
版
の
タ
ク
シ
!
親

切
漆
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
優
良
タ
ク
シ

i
運
転
手
め
表

彰
式
が
、

6
月
l
m
{
土
)
、
市
民

会
館
で
行
わ
れ
、
ま
し
た
。

連
動
は
咋
年
に
刊
紙
き
2
臨時同。

市
内
を
税
切
な
タ
ク
シ

i
が
走

る
街
に
、
タ
ク
シ
ー
の
逮
転
手

め
ず
ナ
!
市
川
上
な
と
、
市
と
額
五

会
、
タ
ク
シ
!
運
営
換
民
会
が
作

年
日
月
か
ら
今
年
1
月
ま
で
線
開
。

期
間
中
…
車
内
に
用
怒
さ
れ
た
は

が
き
で
、
。
親
切
撹
4

を
記
入
し
て

も
ら
い
、
特

ι
「
親
切
℃
あ
っ
た
い

巡
転
手
さ
ん
を
タ
ク
シ
ー
利
用

者
が
推
せ
ん
。
約
1
7
0枚
の
は

が
診
が
科
用
品
備
の
方
か

ら
寄
恰
ら
れ
、
そ
の
給

条
を
も
と
に
市
内
タ
ク

シ
i
運
転
時
ヤ
4
2
3
0名

の
な
か
か
ら
却
名
の
方

が
表
鮮
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
代
聾
し
て
現

彰
さ
れ
る
侵
良
運
転
手

制句，

ι岬

び

あ



(6) 

l巡回教育…お|一一子切と :ω i 

....8時・場所 7舟竹田〈木〉午後

1時から4時30分、市民会館

'相談内容登続殺話、い口め、怠

学、綾子際係、滋鰐鵠鐙、受友鶴係

など〈秘密は厳守レ霊堂す〉

絵対象小.ct.議，大学生及びそ

の家族、小 .ct‘議摸等の書家襲撃霊薬

事炉格絞員 害容的の力ウンセラ一地

診を努し込み・問い合わせ き怠諮で

7湾 98(火〉午後3時定までに教育

委員会指導課怨(85)1151へ

意物鄭物!
....誌駿の種類 …般、燦然倒50問、
特定缶百のぞろ塁審物劇物取扱者拭験

炉願審受付 7月竹田〈木〉、 12日

〈金〉、平葉県中央鍛議場ピル T縮

炉厳密配布場所相保健所

炉問い合わせ 熊衛生節潔務課

n0472く23)2653

⑧⑧@⑧⑧ 
。ffi混合方〈援名〉からな会議役喜怒

設重姿鎗纂金iことれ26F惑の害容i"ttガあ

りましだ。

。伎緩党毅綴こりと遺族〈鈴木〉から

社会福祉部設惑絡事懇話役立と霊祭典の

一部10万伺の害容{すがおりを賢しだ0

0斉藤恵子後〈差是孫子〉から織の護

金!ことチャリティリサイタルで寄

せられ定1075429円の寄{"ttガあり
ましだ。

。我孫子市手工芸連盟様から社愈

福祉施設護備基金!ことチャリティ

ーJiザーの収益金4万円の寄宿ガ

ありまし定。

。パチンコフラミンゴ様〈つくし

野〉から簡易マザーズホーム「ひま

わり璽..JIごとパットブ-)し砲の容

態ガありましだ。

14@1州制臨吋レボンサービス
|時間綿綿翻z結鯨制政騎{市民会納)史器~11沼一

世法律穏銭沼市民相談窓5・00'-"ら先星雲?箔程度
wつつじ波然草書

味襲撃事号室業問ffiEお穏談室9:∞ガう究重量?路程度

捕、滋春雲寺襲撃主出ffiË毒事f:l~炎霊童号:∞かをき先遣警句名程度
vつつじ主主体皇室

1991. 7. 

ar湾尊重要設定相際詰市民穏談室10:∞-15:00

市潟焚さ主主き格段な江市民裕裁室匂:0ト 15:∞

時..~努獲得鮫口実幸市民センター9:30-11:お

伊コド襲I)g童相続口市民棺設室10:00-15:00
v緩燃本自鮫mつつじ絞旬:00~11:30

w年金相続宮市民相談室10・00-15:00

市総務総=市民相続室10:0判 2:∞

市市役所閉庁〈…留の筋設は除く〉

(ふれあいキ?ンゴ参加者|
砂対象 市内小・中学摂!こ在絡し、

学椴へ行けないで臨んでいる!見

畿、生徒〈小学4年以上〉

'駒田穏 8月29日〈フド〉から318

〈ニヒ〉霊長での2浩 3日

砂滋腕茨域療水海道ffiあすなる

の翠〈参加無料〉

惨さ紛し込み・鶴い合わせ 八万三与

は住焼、氏名、役53U、学按名、学勾ミ

警護努警警告、保護者名を嬰記し、 7月

句8C持〉さまでiこ我孫子1684事実湾委

策会潟等移譲まま(85)1151ヘ
t~慈 6i部臨E英文信祭古 1a: '91， 
愈鑓落諮競濃会参却者 i

険臼時竹掲げ臼〈自〉午後T時30

分から

ル綴所不潔市文化センター

砂応募締切 7時計臼〈水、消印南

湖〉、募集票菱商法市教育委主員会社会

毅湾採は湾り

砂問い合わt君 臨民文{じ祭千葉県

実行愛員会米倉公開72(23)2457

斗 f，.. 1，. .-1iIl司
一二1民Iti包i

ji車場轄腕護学教言語読i
砂対象 事 j色噛;こ灘署警のあるお子

ぢんで、平成ヰ年還を小学授F¥入学

後予定しているお子さん設びそ号

線灘答 申潔!こ就学をしている児

議・生徒のうお、自身に障害のある

お子宮5ん及びその保護者

....白時 7月22日〈用〉、 29臼〈開〉

午前10時から午後4開

惨犠所保健センター

....Eわし込み・問い合わせ 議事前[之

宮怠癌で敏湾喜怒銭会学税数湾喜東学務

部公〈邸)1151へ

w
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|教科書展示会|
惨日時 7月 T自〈用〉から刊臼(;1':)

までの午前9時から午後4時30分

伊場所策葛飾地方教育セシター

〈野田市籾漂白、 7月号日から竹

巴、自陸徐く〉、松戸市立相模討小

学模〈松戸市岩瀬454、7持 T日か

ら 58)，信市中央公民館く柏市柏

5の 8、7月 68から竹担、持縫日

数く〉

券鰐い会わせ 数湾愛箆会主誘導課

題蟻醗鰯展示会
争賠8 7月間自〈氷〉から匂を3C金〉

惨場所 〈稼〉文祥堂イベントホー

jレ〈東京都中央区銀廃3のヰの位、

入場無料〉

炉内容平成2年度中に地方公共

盟体から作成しだ関和問題解決の

だめの啓発資料展示

炉問い合わせ厚生課

GIG3Qa 
i 臨年金主義3ンク ;:j~間|
惨テ-y 巴季を通じての繋内の

悪索、行事、名所、 18額、文化灘、

鹿結など

券サイズ キャ己ニ界戦以上野Y窃

りさまで〈カラーブソントiこ簸る〉

診を与し込み 忠喜毒薬 Cffi密保年金

霊祭{こ脊〉を作毘の饗萄巳賠り、 9舟
308C用・必着〉ぎでiこ千280=f葉

市市場開Tの T県社会部盤民年金

繰内千葉県関民年金協議会へ

併問い合わせ国保年金課

|八坂神社祭払みこしの担子
炉日時 7周目白〈巴〉午前叩時か

ら午後9持30分

砂場所 我孫子監蔀八坂事事社

ル申し込み・題い合わせ電話で

煩内霊堂(82)2708へ

2鰐警写真ぐコンクー)[;1'
がテーマ 密保資金の惑爽でつく

られだ議設または鑓易保険混入努

福祉挺設を題材とした作冨〈天王

台北近欝センター、市畏塁審鑓布

佼分館、我孫子駅北口自転車駐霊祭

場、保議センターなど〉

ルサイズ小・中学生の部ギヤ

ピネ判〈カラー・白黒〉以下、一般

の部:四ツ切判示芝はキャビネ判

砂加募方法 7月31臼〈水〉までに

賞受怒りの郵便時へ

炉問い合わせ我孫子郵便局保険

課まま(84)0020

f学護保育指導員
放課後の子どもだちを遊びゃfラ

事を還し;て指導してくれる方

....e詳し込みー務い会わせ学童保

湾漆絡協議会家務愚こ仁子会(87)

2341 (夜鶴〉

でャーで一一一一j産，- 乙6教員;
砂駿績 をむき送部、母養護教語、③技

師〈栄幾士〉、窃:t事〈事務〉

ル資格 。から窃については、各

相当〈小中学校教諭、喜怒護教語、栄

縫ごと〉の免許状所衛者、 @Iま高卒

管、健康な方

険給与県給与条腕i己従い経験!こ

Jii);iじて受給

砂隠し込み・隠し1合わせ 王手障を

通じて鎚錦、興事象育庁策蕊欝地方

出議摂管護課まま0473(61)2124へ

一一、=((). 4発
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一
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代
硲

…
糾
舞
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i消費生活講接l
O遺言さを保つ食事とこ葉禁致

シ8鍔 7湾 88C持〉午後号務部

分から3務部分

炉孫自諮 問館第二氏 (ct5史学貌大

学謎鏑〉

b服装 縫い運動ガでをさとら股議

。気!こなる食昂添加物

炉日持 7舟10日(7Jく〉午間切開か

らE午

砂務邸佐藤陽子氏〈午紫照消授

生活指導員〉

酒場所天王台北近隣センター

き固定員 ともに先趨30名〈階部の

受講も主主〉

軍事し込み婦問い合わせ き祭欝希

望巴を電話で市民生活諜へ

穎と手の東京遼提察:
....8雲寺 8持 3告くことみ篤11QJ匁

節句務部分、第2岱午後?鰐30分

》集会場所

ーピスセンター酪

炉定策第T岱、第2窃とも250名

〈多数の場合は勉選〉

惨対象小・中学生の貌子

b申し込み・問い合わせ到怒!こ

返信用封筒を悶到し、策船符懇時

刻及び繋船宇治襲警全輿の氏名、年

齢〈小・中学生は学年〉、喝翻滋努

を明記し、 7再15日霊長ではヂ260

-91平3雲市中央郵便廟弘義務穏却を霊

泉環策部水震保全課7..1<銭感捜部

会 0472(23) 3813ヘ
2票立設嘉子養護学鰭約
....8鍔 7持活語〈二仁〉午後311響力

ら S鍔

炉内容みこし、盆鶏り、幾綴Je5
b饗所ー鱈い合わぜ 凝立殺孫子

餐讃学模〈新木句j倍〉霊登(87)0831

(家臨)J，レーポサ閣議|
排日時 7伺 3臼〈水〉から31聞

く水〉の毎週水曜日午後3時から6

時〈全5回〉

炉場所 我孫子第一IJ¥学税体湾譲渡

降参加費 1000円

炉持参室内用シューズ

炉串レ込み直接会場へ

炉問い合わせ 体湾緩ままく85)竹51

王手議3悲5需 18褒在 *世帯数39，
人工J12七709人 男61，108人女偽601人

曜勢市役所本庁 85-1111 為市民題傘館本館84-1110 溜北台

像つくし野交街 84-8801 分鐙87…3055 干移住分留89-1311
鯵溜北台支所 88-0828 移艶図書磐館 87-0909
毒事支湾北支所 88-2111 令都市改造事務所部…1171
議接平行笹支所 89-2358 C?，身体障害答指従ゼンタ… 88-0141
綴毅宵祭賞会 85-1151 ιラ あらき鶴 88…4188
者勢水道局 84-0111 今つつじ綬 88…0123
@淵 防 察 84-0119 .:!';1~益活環溌諜〈浄化樽)87ω2379
命少年センター倒-1900 (ゴミ)87-0015(し尿〉郎…2547
⑮保健センター 87-1131 尽布佐南近隣センター 89…3740
@市民会館 84-33竹 内夫五台北近隣センタ… 82…9988
4静中央公民鶴 82-0515 ぷ板戸近隣センタ… 83-5363
曜香織の博物盤 85-2212 芦市民センター 努83…7722 淑北
@市民体湾舘 87-1155 台88…9927 手伝佼89-竹93

η

山川崎
一試昂

己53CJLS
λ ・ろう弓 I

設教室;
護休みのひとときを折り紙をし

ながら凝しみをませんか

砂8持・場所 7湾268C金〉午前

911警部分からIE午 a 中央公民露

骨砂総餓 渡辺陽一部・智子夫婆くあ

びこレク折り紙愛野家〉

砂内容 。子どもの護休み自由研

開のヒント巳なる恐喝、馬、動物②

暮らしそ彩る答錦、目撃の箱、ポチ

袋など

砂対象小学生から大人法で

、定員先議議30名〈参加愛知OF弓〉

/取し込み・隣い合わせ ハガキ

巳桂月時、氏名、年錦、電話番号を明

記し、設孫子新ffi34中央公畏露「遊

ヴ後藤ろう護休み鶴作折り紙教

室J 鎮ままく82)0515へ

路市史講演会
ル日時 7月 7沼く8)午後号時30

分から〈入場無料〉

b場所信民会館大会議室

炉テ…マ 潟霊祭にささづく麗史像

が際問林演夫氏〈立叡大学名誉

毅燦〉

炉問い合わせ 市史編さ5ん窪

岱〈田)2481

~t8ド忠誠連盟遊撃式会i
錯乱悶ミミヅタよ主党内二γ~I
、日開 7時計白〈日〉午前号時

砂会場市民体湾鑓

砂縫飽 混合ダブルスT部、 28s、

~8ßれ務、 2 8ßlctスープシ〉

動ル参部媛 大人1200舟〈遼窓会重要

800持〉とや・議慾600汚〈湾500丹〉

恥療し込み*問い合わせハガキ

二使類、氏名、年齢、柱部、電話番

7時10巴C7..1<邸違憲〉

さまでは、っくレ野3の 8の403木村

限公(84)7706へ

長会
炉問時 7悶 6日〈土〉、 7日〈日〉、

13悶〈こと〉市役所前午後7持集合、

小関決行

ル案内 ホタルの悶室長で徒歩的叩

分、現地で8部解叡くをき出無料〉

炉問い合わ役授議会(82)2268

とはらまざと

小康正期〈ん
{溺立会・ 1歳 4か晃〉

第808警

、ノ


